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	山青の風
	山形県青年の家からの広報です
	主催事業等報告　
	～  笑顔と学びがいっぱい！ ～
	「ボランティア指導者研修会」
	☆ ミニ四駆でボランティア！？2日目は、山形工業高校の小野将志先生と一緒に「ミニ四駆」を作るワークショップを行いました 。なんと高校生の皆さんが先生になり、とても優しく丁寧にお手伝いをしてくれました 。自分の好きなことや得意な技術が、実はボランティアや社会貢献につながるという大発見がありました 。
	　5月28日と29日の2日間、山形県青年の家で「ボランティア指導者研修会」が開催されました 。今回は「指導者の絆が、青少年の未来を創る」を合言葉に、県内から様々な立場の人が集まり、一緒に楽しく学びました 。 　　・・・どんなことをしたの？・・・ ☆ 笑顔をつくる「アイスブレイキング」では、県生涯教育・学習振興課の土橋明晃先生によるアイスブレイキングの体験です 。最初は初対面で緊張していた参加者も、ゲームを通してあっという間に笑顔になり、心の距離がグッと縮まりました 。「学校の授業や部活動、スポーツ指導ですぐに使いたい！」という声がたくさん上がりました 。
	　　・・・参加者の様子は？・・・ 　どの時間も笑い声が絶えず、和気あいあいとした温かい雰囲気でした 。「一泊して仲間とたくさん交流できた」「他市町村との繋がりも増えて毎回参加するのが楽しみ！」と大満足の感想がいっぱい届いています 。  　今回の研修会を通して見えてきたのは、指導者自身が楽しみながら繋がり合うことの大切さです。教育や福祉など異なる分野の大人が「ナナメの関係」を築き、喜びや悩みを共有することは、時代を担う中高生たちの主体性やリーダーシップを地域全体で育むネットワークづくりに直結します。次世代の青少年の成長を後押しするためにも、ぜひこの支援の輪に加わってみませんか？
	☆ 「指導者の心得って？」と題した秋田大学の皆川雅仁先生の講話では、親や先生とは違う、少しお兄さん・お姉さんのような「ナナメの関係づくり」の大切さを学びました 。参加者からは「自分の役割がはっきりわかった｣｢先生の熱意に感動した」と大好評でした 。さらに、真正面からではなく身近な話題から自然と入り込む工夫や、同じ目線で歩む「協働・伴走」の視点も紹介されました。役割へのプレッシャーを減らし、指導者自身も笑顔で活動するためのヒントが満載です。




	「ＳＤＧｓ×スポＧＯＭＩ」
	楽しくゴミ拾い！ で大盛況！
	「夏の体験ボランティアキャンペーン」いよいよスタート！！
	今後の主な事業（予定）
	《４～６月 もご利用いただきありがとうございました》
	８月４日(火）青少年ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾐﾅｰ 　　対象：高校生 ９月13日(日)　防災×若者ﾌｫｰﾗﾑ2025  　   対象：中・高・大学生・一般 10月18日(日)　ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾐｰﾃｨﾝｸﾞ2026 　　 対象：中・高・大学生・一般 ☆以降については秋号に掲載します。 ☆詳細は県青年の家HPをご覧ください。
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